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た
り
講
義
を
受
け
た

り
し
ま
し
た
。
最
終

回
は
参
加
者
と
地
元

の
方
々
が
３
班
に
分

か
れ
、
総
ま
と
め
と

し
て
鵜
鷺
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

熱
く
語
り
合
い
ま
し

た
。
各
班
か
ら
は
、
自
然
農
法
や
漁
業
が
体
験

で
き
る
田
舎
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
、
よ
そ
い
き
で
な

い
お
も
て
な
し
な
ど
、
具
体
的
な
プ
ラ
ン
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

鵜
鷺
地
区
は
こ
の
よ
う
に
外
か
ら
の
力
も
借
り

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
し
、
地
域
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

出
雲
市
で
は
平
成
24
年
の
古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
「
神
話
博

し
ま
ね
」
や
、
平
成
25
年
の
出
雲
大
社
「
平
成
の
大
遷
宮
」
を
契
機
に
、
出
雲
の
魅
力
を
再

発
見
し
、
訪
れ
る
方
を
「
お
も
て
な
し
」
の
心
で
お
迎
え
す
る
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、地
域
で
取
り
組
む
お
も
て
な
し
・
ま
ち
づ
く
り
を
紹
介
し
ま
す
。

日時：毎月第２、第４火曜日の
　　　９時から２時間程度
場所：鵜鷺コミュニティセンター
料金：500 円
※５日前までに要予約

おたずね
鵜鷺げんきな会

（鵜鷺コミュニティセンター内）
☎ 53-5635

塩炊き体験

　

今
月
号
で
は
、
大
社
町
鵜う

鷺さ
ぎ

地
区
か
ら
出
雲
の

魅
力
と
地
域
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

鵜
鷺
地
区
は
、
鵜う

峠ど

と
鷺さ

ぎ

浦う
ら

か
ら
な
り
、
山
と

海
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
地
区
で
す
。

　

古
く
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
活
躍
し

た
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
、
多
く
の
船
宿
が
営

業
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鷺さ

ぎ

銅ど
う

山ざ
ん

と
鵜
峠
鉱
山
も
地
域
経
済
を
に

ぎ
わ
せ
ま
し
た
。
石
見
銀
山
と
同
様
の
灰
吹
き
法

に
よ
る
銀
精
錬
が
行
わ
れ
た
歴
史
あ
る
鷺
銅
山

は
、
室
町
時
代
に
は
す
で
に
開
発
さ
れ
、
明
治
時

ほ
か
に
も
、
鵜
鷺
げ
ん
き
な
会
の
支
援
に
よ
り
、

カ
フ
ェ
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
手
間
を
か
け
て
塩
を
作
り
販
売
し
て
い

ま
す
。
こ
の
塩
は
、船
で
沖
ま
で
出
て
水
深
５
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
海
水
を
く
み
上
げ
、
釜
で
炊
き
上
げ

て
か
ら
に
が
り
を
搾
り
取
っ
た
あ
と
乾
燥
さ
せ
て

作
り
ま
す
。
自
然
塩
な
の
で
一
般
的
な
食
塩
に
く

ら
べ
て
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
む
、
ま
ろ
や
か
な
塩

で
す
。
ア
ラ
メ
を
煮
詰
め
た
エ
キ
ス
を
混
ぜ
て

作
っ
た
藻
塩
が
人
気
で
す
。

　

予
約
す
れ
ば
、
塩
炊
き
体
験
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

会
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
鷺
浦
の
海
の
遊
覧
や
、

海
ホ
タ
ル
（
夜
光
虫
）
や
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
鑑
賞

会
、
夏
の
子
ど
も
キ
ャ
ン
プ
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

会
は
、
安
来
や
奥
出
雲
な
ど
県
内
の
他
地
域
と

連
携
す
る
ほ
か
、
都
会
や
海
外
と
の
交
流
も
積
極

的
に
行
っ
て
お
り
、
鵜
鷺
の
自
然
や
人
に
魅
せ
ら

れ
て
移
住
し
て
き
た
人
た
ち
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
「
う
さ
ぎ
の
楽が
っ

校こ
う
」
を
、
全
５

回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
し
、
地
域
内
外
か
ら
の

参
加
者
が
、
地
元
の
方
々
を
先
生
と
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
、
海
、
食
、
森
に
関
す
る
体
験
を
し

代
に
採
掘
の
ピ
ー
ク
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
鵜
峠
鉱
山
は
、
明
治
時
代
に
銅
が
採

掘
さ
れ
、
昭
和
に
な
る
と
、
閉
山
す
る
昭
和
45
年

ま
で
石
膏
が
採
掘
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
か
つ
て
は
栄
え
た
鵜
鷺
地
区
で

す
が
、
昭
和
25
年
に
は
１
，７
０
０
人
を
超
え
て

い
た
人
口
は
現
在
お
よ
そ
２
５
０
人
ま
で
減
少

し
、
地
区
の
家
屋
の
半
分
が
空
き
家
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
高
齢
化
率
も
約
60
％
と
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
に
危
機
感
を
抱
い
た
地
元
住
民
た

ち
が
、
平
成
17
年
11
月
に
、
地
域
活
性
化
に
向

け
て
「
鵜
鷺
げ
ん
き
な
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

会
は
、
鵜
鷺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
地
域
活
性
化
に
向
け
て
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

会
で
は
ま
ず
、
地
区
の
人
口
動
態
、
空
き
家
、

農
林
水
産
業
に
つ
い
て
調
査
を
し
て
、
課
題
を
整

理
し
ま
し
た
。
そ
し
て
空
き
家
を
活
用
す
る
た
め
、

会
で
４
軒
の
空
き
家
を
借
り
て
改
修
し
、
宿
泊
施

設
と
し
て
安
価
で
貸
し
出
し
を
始
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
に
な
っ
て
か
ら
も
、
古
民
家
を
活

用
し
て
、
新
た
な
民
泊
の
宿
が
誕
生
し
ま
し
た
。

北
前
船
の
船
宿
や
鉱
山
で
栄
え
た

鵜
鷺
地
区

他
地
域
と
の
連
携
、交
流

過
疎
化
と
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
区
の

活
性
化
を
目
指
す「
鵜
鷺
げ
ん
き
な
会
」
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おたずね／出雲ブランド化推進市民委員会(大好き☆出雲！倶楽部）事務局　http://www.daisuki-izumo.jp/　出雲ブランド室 ☎21-6274

大好き☆出雲！ バッジ　出雲ブランド室で発売中（1個150円） バッジをつけて一緒に「出雲」を盛りあげましょう！

～発見！ 発信！ とっておきの 場所・人・もの～
出雲ブランド化推進の情報を連載します。

◆ぜんざいを通して、ふるさと島根・出雲をＰＲ（出雲商業高校）
ぜんざいスウィーツ「縁福」

大好き☆出雲！　高校生の取組から!!（前編）
　次代を担う高校生の“出雲”を愛する活動を紹介します。地域とかかわる高校生の取組は、心強く、私たち
にさまざまな出雲の魅力をあらためて教えてくれます。

　３年生の課題研究「商品開発」グループは、ぜんざいの振る舞い・販売や、ぜ
んざいスイーツ「縁福」などの開発を通じ、また、「商業美術」グループは、お土
産品として、出雲神話をモチーフにした円形トランプ「縁札」や、「神和てぬぐい」
のデザインも手掛け、学びの中で「出雲」の魅力を発信しています。

　校歌を歌い、学校愛から郷土愛へ。玄関では、「神話博しまね」会場でも披露した
一式飾「ヤマタノオロチ退治」がお迎えします。「平田一式飾保存会」にお手伝いい

ただき、一式飾の由来や、出雲神話のお話も伺いながら、生徒
が地域を学び、作成したものです。
　もうひとつの平田のまちのシンボル「愛宕山」。高校があり、
まちを一望できるこの山の20年後の美しい春に思いを馳せ、「愛
宕山公園を美しくする会」や地域の方々とともに、刈取ったモ
ウソウ竹を急斜面から撤去し、桜、ツツジの苗を植えました。

ぜんざいのふるまい
縁結びスクエアにて

◆「一式飾」と「愛宕山」。平田のまちの大切なものに触れました。（平田高校）

◆「郷土に思いをいたし」教育目標の最初にうたわれている言葉です。（大社高校）

　『出雲産業フェア 2012』に参加し、来場者投票による『あなたが
選ぶ No.1 ブース選挙』で、みごと最優秀賞を受賞しました。今年の
展示は、各科が知恵を絞り、子どもたちにも“ものづくり”を楽しん
でもらうこと、その先にある、技術が作りあげる環境と調和のとれ
た生活の一端を見せたいと工夫を凝らしました。中でも、自作ソー
ラーカーの試乗は人気で、フェアを盛りあげました。

◆優れた技術がたくさんある“出雲”の地で、次代を担う力が日々進歩しています。（出雲工業高校）

今年一年の感謝をこめて、年賀状に「大好き☆出雲！」のロゴマークを入れよう。 大好き☆出雲！ホームページからダウンロードできます。

　「ふるさとを知ろう」と題した学習（２年生）の講師は、大社地域の歴史や産業
についてお話いただく地元の方です。今年度は、「姫神朗読部」をお招きして、「出
雲神話☆語る会」を開催しました。また、「大土地神楽」（国指定無形民俗文化財）
に魅せられ遠く市外から移住し、神楽保存会に入門された舞踊家の方からは、外
から見た出雲の魅力を伺い、「神門通りフィールドワーク」では、神門通りの活性
化について、出雲商工会やお店の方とお話することができました。１年生は、「職
業人講話」をしていただき、地域のしごとに目を向けるとともに、将来の夢に向かっ
た高校生活の充実を図っています。

おおどちかぐら

　「ぜんざい発祥の地」と言われる「出雲」。ローマ
字表記した「ＺＥＮＺＡＩ」のＺの中にあるのは、「縁
（ＥＮ）」と「愛（ＡＩ）」。私たちは、縁結びのま
ちから、「縁と愛」をテーマに、全国に向けて、ふ
るさと島根・出雲をＰＲしています。

玄関前の一式飾
「ヤマタノオロチ退治」

～出雲神話☆語る会～

「ふるさとを知ろう」講演

自作ソーラーカーの
試乗会

～出雲産業フェア～

「愛宕山」での植樹の様子
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